
令和３年３月２４日（水） 

                                                文責 校長 今井正志 

「感動の卒業証書授与式！ 卒業おめでとう！」 
 １６日（火）に今年度の卒業式を挙行しました。卒業式当日は天気には恵まれませんでしたが、卒業生と在
校生、教職員が心を一つにして素晴らしい卒業式となりました。 
 一人ひとりに卒業証書を手渡しましたが、全員が晴れやかな表情で証書を受け取ってくれました。式後半の
代表者による「送る言葉」と「門出の言葉」、その後の「仰げば尊し」、「旅立ちの日に」、「校歌」の歌声
と、マスク越しではありましたが、感動的な時間を過ごすことができました。 
 校長式辞で新しい門出にあたって、二つのことを話しました。 
 一つ目は、「自分を信じて、何事にもチャレンジし、主体的に取り組んでほしい。先行き不透明な時代だか
らこそ、なお一層、チャレンジすることが大切です。挑戦し続けることが、やがて大きな力となり、必ず困難
を打開する結果に繋がる。」 
二つ目は、「周りの人を大切にして、日々の生活を過ごしてほしい。周りを大切にしながら、自分自身も頑

張る人の周りには、自然と素晴らしい仲間、また、その人の応援団が集まります。みなさんも、周りから応援
される、愛される人になってほしい。」と。 
このことは、在校生にも意識してほしいことだと思っています。 
来年度、再来年度と高田中学校がさらに発展することを祈念しています。 

 
「皆勤賞！ ３年間よく頑張りました！」 
 卒業式の前日に皆勤賞の伝達式をしました。皆勤賞は中学校３年間を無欠席で過ごした人を表彰するもので
す。今年度の卒業生７１名のうち、２３名が皆勤賞を受けました。（その中の１名は９年間皆勤） 
 皆勤賞は、本人の努力、頑張りも大切ですが、何より保護者の方をはじめ、ご家族の協力がなければ達成で
きないと思いますので、家族の方に感謝してほしいという話をしました。 
 また、卒業式は、家族の方、地域の方、関わっていただいた全ての人に感謝の気持ちを表す場であるので、
みんなで素晴らしい卒業式にしましょうという話をしました。 
そして、翌日、立派な卒業式になりました。在校生の皆さん、ありがとうございました。   

「修了式！」  
本日、令和２年度の修了式を行い、修了証書を渡しました。その後の学活で担任より通知表を手渡されてい

ます。生徒たちには、修了式の話の中で、 

という話をしました。ご家庭で一緒に見ていただき、子供たちと話しをしてください。 
本日で令和２年度の授業日が終わります。保護者の皆さま、１年間本校教育活動に対しまして、ご理解、ご

協力いただきありがとうございました。 
個人的には、今年度末をもちまして定年退職となります。高田中学校で教員生活を終えることができること

を、大変有難く思っています。本当にお世話になりました。 
次年度も高田中生徒、高田中学校のことをよろしくお願いいたします。  

「立つ鳥 跡を濁さず！」 
公立高校後期選抜があった９・１０日に、それまでに合格内定していた３年生が

校舎内外の清掃活動をしてくれました。３年間お世話になった校舎への感謝の気持

ちと、後輩たちに今後も高田中学校を頼むぞという気持ちを込めて行いました。お

陰で、きれいな環境の中で卒業式を迎えることができました。ありがとうございま

した。 
 
「令和３年度 ４月の実力テストは実施しないこととしました！」 
 明日から１２日間の春休みに入ります。例年春休み明けの４月の中旬に全国・県の学力テストが実施される
際に、全国・県の学力テストにない教科のテストを学校独自で作成し、実力テストとして実施していました。 
 次年度は全国・県の学力テストが例年より１か月半遅れ、５月下旬の郡中総体前に実施されます。これに伴
い、実力テスト前の部活動の練習中止期間を設定することができないため、４月の実力テストは実施しないこ
ととしました。なお、各教科では、これまで通り単元テスト等を定期的に実施し、評価の場面を設定してまい
ります。 
 長期休業期間は、これまで学習してきた内容で理解が不十分なところをじっくり時間をかけて取り組む良い
機会です。春休みは、校訓の「自主」の力・態度を存分に発揮して学習に取り組み、学力を大きく伸ばして新
学期を迎えてほしいと思います。 
 
【連絡】４月６日（火）、７日（水）は弁当の準備をお願いします。 
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通知表を手にしたら、この１年をしっかり振り返り、今年度に伸ばしたところ、まだ足りなかったところ
を自己分析してください。学習面だけでなく、生活や行動面の評価や担任からの言葉もしっかり読んでくだ
さい。自分の良いところはさらに伸ばし、足りないところは改善することが、４月からの目標になる。 

 自主・協力・創造 できる できる できる 


